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本インタビューは平成 28 年 9 月 2 日（金）に池田敬子氏にお話を伺った．
【経歴】
1953 年 3 月　広島県立三原高等学校卒業
1953 年 4 月　日本体育大学体育学部体育学科入学
1956 年 3 月　日本体育大学体育学部体育学科卒業
1956 年 4 月　日本体育大学体育学部助手
1966 年 4 月　日本体育大学体育学部助教授
1995 年 4 月　日本体育大学体育学部教授
2004 年 4 月　日本体育大学名誉教授
【競技歴】
1954 年　世界体操競技選手権ローマ大会　平均台優勝
1956 年　オリンピックメルボルン大会　団体 6 位
1958 年　世界体操競技選手権モスクワ大会　団体 6 位
1960 年　オリンピックローマ大会　個人総合 5 位
1962 年　世界体操競技選手権プラハ大会　平均台 3 位
1964 年　オリンピック東京大会　団体 3 位
1966 年　世界体操競技選手権ドルトムント大会　個人総合 3 位，平行棒 2 位
1．競技との出会い

































































































































































































平行棒と平均台 5 位，団体 4 位の成績を収めた．
池田氏は 1958 年に結婚し，このローマの翌年
































































































































































































らいいのかって．これを 4 にするには足し算の 2




























































（受理日：2017 年 2 月 24 日）
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